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（
１
）
補
正
予
算 

 
 ☆

新
生
児
に
特
別
給
付
金 

１
５
２
０
万
円 

  

特
別
定
額
給
付
金
の
基
準
日
（
今
年
４
月
２
８
日
）
以
降
に
生
ま

れ
た
新
生
児
に
も
ひ
と
り
１
０
万
円
を
支
給
す
る
。 

 

４
月
２
８
日
か
ら
来
年
４
月
１
日
ま
で
の
間
に
生
ま
れ
、
小
矢
部

市
に
住
民
登
録
さ
れ
た
新
生
児 

 ☆

子
ど
も
の
た
め
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種 

 

 
 
 
 

１
２
２
３
万
５
千
円 

  

全
額
助
成
す
る
が
、
コ
ロ
ナ
対
策
で
今
年
度
限
り
の
臨
時
的
な
措
置
。 

 

対
象
は
、
生
後
６
ヵ
月
か
ら
高
校
生
等
ま
で 

 
 

接
種
期
間
は
今
年
１
０
月
か
ら
来
年
１
月
ま
で 

 ☆

高
齢
者
等
の 

 
 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種 

 

 
 
 
 
 
 

１
０
０
９
万
５
千
円 

  

全
額
助
成
す
る
が
、
コ
ロ
ナ
対
策
で
今
年
度
限
り
の
臨
時
的
な
措
置
。 

 

対
象
は
６
５
歳
以
上
の
高
齢
者
等 

 

接
種
期
間
は
今
年
１
０
月
か
ら
１
２
月
ま
で 

 ☆

情
報
教
育
整
備
事
業 

４
２
９
７
万
円 

 

全
児
童
生
徒
に
ひ
と
り
１
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
整
備
す
る
が
、

そ
の
た
め
に
通
信
量
が
増
大
す
る
こ
と
へ
の
対
策
を
整
備
す
る
。 

授
業
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
の
教
職
員
用
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
整
備
す
る
。 

 ☆

ク
ロ
ス
ラ
ン
ド
お
や
べ
に
木
柵
整
備 

２
５
万
５
千
円 

 

国
の
「
過
剰
木
材
在
庫
利
用
緊
急
対
策
事
業
」
を
活
用
し
、
民
間
の
施

工
業
者
と
の
協
定
に
よ
り
、
お
も
し
ろ
自
転
車
用
駐
輪
場
お
よ
び
周
回
路

に
木
柵
を
整
備
す
る
。
総
事
業
費
は
２
８
０
万
４
千
円
で
す
が
、
小
矢
部

市
の
負
担
は
国
の
事
業
費
負
担
の
対
象
と
な
ら
な
い
消
費
税
分
で
す
。 

 ☆

保
育
所
廃
止
に
伴
う
国
へ
補
助
金
返
還 

８
１
２
万
円 

 

統
合
で
廃
止
し
た
７
保
育
所
の
内
、
５
保
育
所
（
北
蟹
谷
、
東
蟹
谷
、

正
得
、
若
林
、
荒
川
）
で
壁
や
床
を
木
質
化
す
る
改
修
工
事
（
２
０
１
１

年
度
実
施
）
に
対
し
て
、
農
林
水
産
省
か
ら
受
け
た
林
業
再
生
事
業
補
助

金
を
返
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。 

 ☆

農
業
用
水
路
安
全
施
設
整
備
費 

５
６
８
０
万
円 

 

浅
地
、
新
西
地
内
で
転
落
事
故
防
止
の
た
め
の
柵
２
３
７
０
ｍ
を
設
置

す
る
。 

 

（
２
）
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
利
用
料
金
に
新
区
分
追
加 

 

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
利
用
料
金
（
上
限
）
区
分
に
追
加
す
る
条
例
改
正
で

す
。
Ｃ
Ｓ
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
受
信
し
な
い
場
合
は
月
額
２
２
０
０
円
で
す

が
、
そ
れ
に
追
加
し
て
４
Ｋ
放
送
番
組
を
視
聴
で
き
る
よ
う
に
し
た
場

合
、
月
額
３
６
３
０
円
の
料
金
区
分
を
追
加
す
る
。
そ
れ
以
外
の
区
分
料

金
は
変
更
な
し
。 

 

か
わ
ぶ
ち
映
子
さ
ん
は
９
月
３
日
、
小
矢
部
商
工
会
館
前
か
ら
「
い
の

ち
を
大
切
に
す
る
県
知
事
に
」
と
、
自
ら
の
体
験
を
も
と
に
話
さ
れ
ま
し

た
。
北
陸
学
院
短
期
大
学
卒
業
後
す
ぐ
に
、
石
動
青
葉
幼
稚
園
で
働
い
た

こ
と
や
、
観
音
寺
や
下
宿
で
の
懐
か
し
い
思
い
出
を
話
し
ま
し
た
。 

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
が
終
わ
る
前
年
の
１
９
７
４
年
に
、
当
時
の
南
ベ
ト
ナ

ム
・
サ
イ
ゴ
ン
（
現
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
）
の
日
本
人
附
属
幼
稚
園
で
働
き
、

戦
争
で
傷
つ
く
子
ど
も
た
ち
を
み
て
、
戦
災
孤
児
の
支
援
を
は
じ
め
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
に
取
り
組
ん
で
き
た
と
語
り
ま
し
た
。 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
取
り
組
む
か
わ
ぶ
ち
さ
ん
の
口
癖
は
「
や
っ
て

み
ら
れ
」
。
「
と
に
か
く
や
っ
て
み
よ
う
よ
」
。
そ
し
て
今
度
は
ふ
る
さ

と
富
山
の
た
め
に
「
や
っ
て
み
っ
ち
ゃ
」
。 

自
民
党
に
推
薦
を
求
め
た
官
僚
出
身
、
財
界
出
身
の
人
で
は
庶
民
の
気

持
ち
が
わ
か
る
県
政
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
富
山
の
み

ん
な
が
笑
顔
で
手
を
つ
な
ぎ
合
え
る
よ
う
に
、
「
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
培
っ
た
医
療
・
介
護
・
福
祉
・

教
育
の
現
場
に
、
も
っ
と
寄
り
添
い
、
支
援
し
た

い
」
と
い
う
、
か
わ
ぶ
ち
映
子
さ
ん
を
応
援
し
よ
う

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

 

県知事選挙（１０月８日告示・２５日投票）に、世界と日本でボランティア活動

を続けてきたかわぶち映子さんが、「いのち支え合う県民の会（略称 いのちの

会）」から立候補されます。 

かわぶち映子さん（右端）の訴えを聞く市民たち

（＝９月３日、小矢部商工会館前・２枚組写真） 

  

小
矢
部
商
工
会
館
前
で 


